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オリックス 世界国債ファンド 
（グローバル・ダイナミック・デュレーション） 

（為替ヘッジあり） 

 
運用報告書（全体版） 

 
第３期（決算日 2021年４月20日） 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、ご購入いただいております「オリック

ス 世界国債ファンド（グローバル・ダイナミッ

ク・デュレーション）（為替ヘッジあり）」は、去

る2021年４月20日に第３期の決算を行いました。

ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引立て賜りますようお願

い申し上げます。 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 と 
クローズド期間 

信託期間は約６年９ヵ月程度（2018年７月27日～2025年４
月18日） 
クローズド期間はありません。 

運 用 方 針 

この投資信託は、主に投資信託証券（投資信託または外国
投資信託の受益証券および投資法人または外国投資法人の
投資証券をいいます。以下同じ。）に投資を行うことを通じ
て、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行うこと
を基本とします。 

主要投資対象 

ルクセンブルグ籍円建て外国
投資法人「Robeco QI Global 
Dynamic Duration IBH JPY」投
資証券 

OECD加盟国が発行する債
券もしくはOECD加盟国に
より保証された債券（短
期債等を含みます。）に投
資します。リターンの向
上を目的として、国債先
物取引等のデリバティブ
取引を用いてポートフォ
リオのデュレーション調
整を機動的に行います。 

証券投資信託 
「Shinseiショートターム・マ
ザー・ファンド」受益証券 

残存期間の短い公社債や
コマーシャル・ペーパー
等の短期有価証券への投
資により安定した運用の
確保を図り、あわせて
コール・ローンなどで運
用を行うことにより流動
性の確保を図ります。 

投 資 制 限 

①投資信託証券、短期社債等（「社債、株式等の振替に関す
る法律」（以下「社振法」といいます。）第66条第１号に
規定する短期社債、同法第117条に規定する相互会社の社
債、同法第118条に規定する特定社債および同法第120条
に規定する特別法人債をいいます。）およびコマーシャ
ル・ペーパー以外の有価証券への直接投資は行いません。 

②投資信託証券への投資割合に制限を設けません。 
③株式への直接投資は行いません。 
④外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 
⑤外貨建有価証券への投資については、わが国の国際収支

上の理由等により特に必要と認められる場合には、制約
されることがあります。 

⑥同一銘柄の投資信託証券への投資割合は、当該投資信託
証券が一般社団法人投資信託協会の規則に定めるエクス
ポージャーがルックスルーできる場合に該当しないとき
は、投資信託財産の純資産総額の10％以内とします。 

⑦一般社団法人投資信託協会の規則に定める一の者に対す
る株式等エクスポージャー、債券等エクスポージャーお
よびデリバティブ取引等エクスポージャーの投資信託財
産の純資産総額に対する比率は、原則としてそれぞれ
10％、合計で20％以内とすることとし、当該比率を超え
ることとなった場合には、一般社団法人投資信託協会の
規則に従い当該比率以内となるよう調整を行うこととし
ます。 

分 配 方 針 

毎決算期末に、原則として、以下の方針に基づき分配を行
います。 
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた配当

等収益および売買益（評価益を含みます。）等の全額とし
ます。 

②収益分配金額は、経費控除後の繰越分を含めた配当等収
益および売買益等の範囲で、委託者が基準価額水準、市
場動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象額が
少額の場合、委託者の判断で分配を行わないことがあり
ます。 

③収益分配に充てず信託財産内に留保した利益（無分配期
の利益を含みます。）については、運用の基本方針に基づ
き運用を行います。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

2018年７月27日 10,000 － － － － 1,372 

１期(2019年４月22日) 10,172 200 3.7 0.0 97.9 1,462 

２期(2020年４月20日) 10,369 200 3.9 0.0 98.3 1,641 

３期(2021年４月20日) 9,988 34 △3.3 0.0 99.0 1,621 
 

（注） 設定日の基準価額は、当初設定価額を表示しています。 

（注） 設定日の純資産総額は、当初設定元本を表示しています。 

（注） 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みで表示しています。 

（注） 各組入比率は純資産総額に対する組入比率です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 純資産総額は単位未満を切捨てて、騰落率、各組入比率は小数点第２位を四捨五入して表示しています。 

（注） 当ファンドは、特定のベンチマーク（運用成果の目標基準）や参考指数を設けておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2020年４月20日 10,369 － 0.0 98.3 

４月末 10,397 0.3 0.0 98.1 

５月末 10,351 △0.2 0.0 97.5 

６月末 10,280 △0.9 0.0 99.1 

７月末 10,314 △0.5 0.0 98.2 

８月末 10,265 △1.0 0.0 99.0 

９月末 10,290 △0.8 0.0 99.1 

10月末 10,266 △1.0 0.0 98.5 

11月末 10,246 △1.2 0.0 98.5 

12月末 10,222 △1.4 0.0 98.7 

2021年１月末 10,187 △1.8 0.0 99.2 

２月末 10,062 △3.0 0.0 98.8 

３月末 10,013 △3.4 0.0 99.5 

(期  末)     

2021年４月20日 10,022 △3.3 0.0 99.0 
 

（注） 基準価額は１万口当たりで表示しています。 

（注） 期末基準価額および騰落率は当該期の分配金込み、騰落率は期首比で表示しています。 

（注） 各組入比率は純資産総額に対する組入比率です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 騰落率、各組入比率は小数点第２位を四捨五入して表示しています。 

（注） 当ファンドは、特定のベンチマーク（運用成果の目標基準）や参考指数を設けておりません。 
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○運用経過  

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（課税前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2020年４月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。なお、上記表示期間に収

益分配が行われなかった場合、基準価額と分配金再投資基準価額の推移は同一のものとなります。 

（注） 当ファンドは、特定のベンチマーク（運用成果の目標基準）や参考指数を設けておりません。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当期における基準価額の主な変動要因は、以下の通りとなります。 

当ファンドの基準価額に対するプラス要因 

・2020年７月と９月に主要国の国債利回りが低下（価格は上昇）したこと 

 

当ファンドの基準価額に対するマイナス要因 

・2020年５月～６月に、主要国の国債利回りが総じて上昇（価格は下落）する中で、投資先ファ

ンドのポートフォリオでデュレーションを長期化※１させたポジションを採っていたこと 

・８月に主要国の国債利回りが上昇（価格は下落）したこと、また、10月に米国の国債利回り

が上昇（価格は下落）したこと 

・12月前半に米国国債利回りが上昇（価格は下落）したこと 

期中の基準価額等の推移 
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・2021年１月～２月に主要国の国債利回りが上昇（価格は下落）したこと、また、３月に米国

の国債利回りが上昇（価格は下落）したこと 

 
※１：デュレーションとは、金利変動に対する債券価格の変動割合を理論的に示したもので、一般的に、デュレーションを長期化させ

ると金利変動に対する価格変動が大きくなり、短期化させると金利変動に対する価格変動が小さくなります。 

 

 

＜世界国債市場＞ 

当期首は、米国国債市場が軟調（利回りは上昇）となる一方で、ドイツや日本の国債市場は堅調

に推移（利回りは低下）して始まりましたが、2020年５月に入ると、世界の国債市場は、新規発行

の増加と投資家のリスク選好度の改善を受けて、総じて軟調な動き（利回りは上昇）となりました。

ただ、米国やドイツ、日本の国債市場が下落（利回りは上昇）した一方で、オーストラリアとカナ

ダの国債が僅かながら上昇（利回りは低下）したほか、投資家のリスク選好度の改善やＥＵ（欧州

連合）の復興基金創設に楽観的な見通しが出たことなどから、欧州周縁国の国債は相対的に大きく

上昇（利回りは低下）しました。 

６月に入っても、市場のリスク選好度の高まりや米国の新規雇用者数の予想外の改善などを受け

て国債利回りは急上昇（価格は下落）しましたが、ＥＣＢ（欧州中央銀行）の政策理事会がＰＥＰＰ

（パンデミック緊急購入計画）による債券購入額の6,000億ユーロ増額を決定したほか、ＦＯＭＣ（米

国連邦公開市場委員会）でＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が長期間にわたって政策金利を低位

で維持することが確認されるなど、主要国／地域の中央銀行によるハト派寄りの姿勢の継続を受け、

国債市場は上昇（利回りは低下）に転じました。７月にＥＵ首脳が総額7,500億ユーロのＥＵ復興

基金の設立に合意したことやＥＣＢのラガルド総裁がＰＥＰＰに基づく購入額を基本的に1.35兆

ユーロとしていると明らかにしたことなども、ユーロ圏の国債市場のプラス要因となりました。 

８月に入ると、経済指標の回復や投資家のリスク選考度の高まりを受け、国債利回りは上昇（価

格は下落）に転じました。新型コロナウイルスの感染拡大に伴うロックダウン（都市封鎖）などの

影響で３月～４月に大きく落ち込んでいた経済指標は、小売売上高やＰＭＩ（購買担当者景況感指

数）など企業心理指標を中心に、各国で回復の兆候を見せたことや、ＦＲＢのパウエル議長が長期

的にインフレ率を期間平均で２％にすることに政策目標をシフトすると表明したことが、債券利回

りを押し上げる（価格は下落）要因となりました。 

その後、９月には、新型コロナウイルスの感染再拡大や一部の欧州諸国での制限強化を受けて経

済回復に対する楽観的な見方が後退したことで、欧州債券が主導する形で国債市場が上昇（利回り

は低下）した一方で、株式市場や原油価格が下落しました。中旬にはＦＲＢが債券購入プログラム

を変更しなかったことで、米国国債市場は９月後半に下落（利回りは上昇）しました。10月に入っ

ても、国債市場は、国／地域によって異なる動きが続きました。新型コロナウイルス感染者数の増

加やそれに伴うロックダウンなどの規制措置がユーロ圏の国債市場の追い風となったほか、月末近

くにＥＣＢのラガルド総裁が12月に追加支援策を行う可能性が高いことを示唆したことも、ユーロ

圏の国債市場を押し上げ（利回りは低下）ました。一方で、米国では、11月３日の連邦議会選挙で

民主党が勝利する可能性が高まり、大型の財政支援策に伴う国債の需給悪化懸念が出たことから、

投資環境 



品 名：90108_133017_003_04_オリックス 世界国債ファンド（グローバル・ダイナミック・デュレーション）（為替ヘッジあり）_863810.docx 

日 時：2021/6/11 10:56:00 

ページ：4 

 

－ 4 － 

米国国債利回りは上昇（価格は下落）しました。11月上旬には、新型コロナウイルス向けワクチン

開発への期待が高まったことで主要国の国債利回りが上昇（価格は下落）したものの、その後は低

下（価格は上昇）に転じました。11月にはリスク資産も上昇しましたが、新型コロナウイルスの感

染再拡大やロックダウン規制のほか、各国／地域の中央銀行によるハト派姿勢などが、債券市場の

下支え要因となりました。12月には、ＥＣＢが債券購入プログラムの延長を決めた一方で、ＦＲＢ

が長期の債券購入には慎重な姿勢を見せるなか、米国国債利回りが上昇（利回りは低下）した一方

で、ドイツや日本、英国の国債利回りは横這いまたは低下（価格は上昇）しました。特に、新型コ

ロナウイルスの感染拡大がロックダウンの再実施に繋がったことや英国のＥＵ離脱に伴う通商協

定の合意がクリスマスイブまでずれ込んだことなどから、欧州の国債市場は、12月第２週から上昇

（利回りは低下）しました。 

2021年１月に入ると、主要国の国債利回りが上昇（価格は下落）しました。米国ではインフレ率

の上昇に対する期待感の高まりや民主党の勝利による大型財政政策の実施見通し、ＦＲＢによる

ＱＥ（量的緩和策）縮小への思惑などが国債利回りの上昇（価格は下落）要因になったほか、英国

によるＥＵ離脱問題が落ち着いたことで英国国債は下落（利回りは上昇）しました。また、ＥＣＢ

がＰＥＰＰの全額を使用する必要はないと表明したことが、ユーロ圏の国債市場のマイナス要因と

なりました。２月には、主要国の国債利回りが大幅に上昇（価格は下落）しました。景気刺激策に

よる経済成長の回復や抑制されてきた個人消費、新型コロナウイルス向けワクチン接種の進展など

を受け、インフレ率の上昇に対する期待感が高まったことが、国債利回りを押し上げ（価格は下落）

ました。 

３月の主要国の国債利回りは、国／地域によって異なる動きとなりました。ＥＣＢがＰＥＰＰに

基づく債券購入を加速すると決定したほか、ＥＵ地域における新型コロナウイルスの感染再拡大や

ワクチン接種の遅れなどが経済活動の正常化期待を後退させたことが、ユーロ圏の国債市場を押し

上げた（利回りは低下）ほか、オーストラリアの中央銀行であるＲＢＡ（オーストラリア準備銀行）

による国債市場の支援策がオーストラリア国債市場のプラス要因となりました。一方で、ＦＲＢ高

官が米国国債市場の下落を抑制するような声明を出さなかったことが、経済成長の回復とインフレ

率の上昇の見通しと相まって、米国国債利回りを押し上げ（価格は下落）ました。その後、大幅な

利回り上昇（価格は下落）の反動などで米国国債は利回りが低下（価格は上昇）した一方で、ドイ

ツや日本の国債利回りが横ばい圏で推移する中、当期末を迎えました。 

 

＜日本短期金融市場＞ 

国庫短期証券３ヵ月物の利回りは、断続的な日銀（日本銀行）の買入オペの影響等から、期を通

じて０％を下回る水準で推移し、日銀による長短金利操作付き量的・質的金融緩和の影響もあり、

期末時点においては－0.1029％程度の水準となりました。 

 

 

主として投資先ファンドであるルクセンブルグ籍外国投資法人「Robeco QI Global Dynamic 

Duration IBH JPY」投資証券への投資を通じて、中長期的な信託財産の成長をめざした運用を行い

ました。 

当ファンドのポートフォリオ 
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投資先ファンドを高位で組入れる一方、「Shinseiショートターム・マザー・ファンド」を一部組

入れた運用を行いました。 

※ 以下、「Robeco QI Global Dynamic Duration IBH JPY」を「投資先ファンド」、「Shinseiショー

トターム・マザー・ファンド」を「マザーファンド」ということがあります。 

 

投資先ファンド：Robeco QI Global Dynamic Duration IBH JPY 
 
投資先ファンドのデュレーションポジションは、ロベコの独自の計量的デュレーションモデルに

基づいています。 

当期首には、当戦略の取り得る 大限のデュレーション長期化※１ポジションとしていたことで、

国債利回りの低下（価格は上昇）の恩恵を享受できましたが、2020年５月には、投資先ファンドは

マイナスのパフォーマンスとなりました。国債市場が総じて軟調な動き（利回りは上昇）をするの

中で、５月を通じて米国とドイツ、日本の３ヵ国すべてでデュレーションを長期化※１させたポジ

ションを維持していたことが、マイナス要因となりました。一方で、オーストラリアやカナダの債

券のウェイトを高めていたことやドイツの長期債のウェイトを低めていたことは、投資先ファンド

のパフォーマンスにプラス要因となりました。６月も、投資先ファンドのパフォーマンスはマイナ

スとなりました。６月初めにドイツのポジションを中立に変更しましたが、米国と日本のデュレー

ションを長期化※１させていたことが、投資先ファンドのパフォーマンスにマイナスに働いたほか、

米国と日本を中立ポジションに変更したことで、その後の国債利回りの低下（価格は上昇）を十分

に享受できませんでした。一方、現物債券の国別の資産配分は、プラス寄与となりました。７月に

は、ドイツのデュレーションを短期化※１させたポジションで始まり、中旬には米国のデュレーショ

ンも短期化※１させたポジションとしました。これらドイツと米国のデュレーションを短期化※１さ

せていたことで、投資先ファンドは、国債市場の上昇（利回りは低下）の恩恵を十分に享受するこ

とができなかったものの、主要国の国債利回りの低下（価格は上昇）を受け、投資先ファンドはプ

ラスのパフォーマンスとなりました。現物債券の国別の資産配分は、パフォーマンスにあまり影響

しませんでした。 

８月には、ドイツと米国のデュレーションを短期化※１させたポジションで始まり、中旬には日本

のデュレーションも短期化※１させたポジションとし、ポートフォリオ全体では限度となる６年分

を短期化※１させたポジションとしました。これにより、主要国の国債利回りが上昇（価格は下落）

する影響を抑制することができたほか、現物債券の国別の資産配分も、投資先ファンドのパフォー

マンスにプラスに寄与したものの、８月の投資先ファンドのパフォーマンスはマイナスとなりまし

た。９月には、ポートフォリオ全体のデュレーションで限度となる６年分を短期化※１させたポジ

ションで始まりましたが、 終週に日本のデュレーションを中立に変更しました。主要国の国債利

回りが低下（価格は上昇）する中で、月の大半を通じてポートフォリオのデュレーションを上限ま

で短期化※１させていたことで、国債市場の上昇（利回りは低下）による効果を十分に享受すること

ができなかったものの、投資先ファンドは、プラスのパフォーマンスとなりました。現物債券の国

別の資産配分は、投資先ファンドのパフォーマンスにほとんど影響しませんでした。10月は、ドイ

ツと米国のデュレーションを短期化※１させたポジションで始まりましたが、 終週に米国のデュ

レーションを中立に変更しました。月の大半において米国のデュレーションを短期化※１させてい
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たことは投資先ファンドのパフォーマンスにプラスに寄与しましたが、ドイツのデュレーションを

短期化※１させていたことはマイナス寄与となりました。全体として、デュレーションのポジション

も現物債券の国別の資産配分も、投資先ファンドのパフォーマンスに僅かながらマイナス寄与と

なったことで、投資先ファンドは、マイナスのパフォーマンスとなりました。 

11月はドイツのデュレーションを短期化※１させたポジションで始まりましたが、中旬に日本の

デュレーションも短期化※１させました。ドイツのデュレーションを短期化※１させていたことで、

ドイツの国債利回りの上昇（価格は下落）の影響を抑えることができ、11月にはプラスのパフォー

マンスとなりました。現物債券の国別の資産配分は、投資先ファンドのパフォーマンスにほとんど

影響しませんでした。12月はドイツと日本のデュレーションを短期化※１させたポジションで始ま

り、中旬には米国のデュレーションも短期化※１させ、ポートフォリオ全体のデュレーションで限度

となる６年分を短期化※１させたポジションとしました。月間で米国の国債利回りは上昇（価格は下

落）したものの、米国のデュレーションを短期化※１させた後で米国国債の利回りがやや低下（価格

は上昇）したため、利回り低下（価格は上昇）の恩恵を十分に享受できませんでした。また、現物

債券の国別の資産配分は、英国の長期国債の配分を引き下げていたことなどにより、投資先ファン

ドのパフォーマンスにマイナス寄与となりました。結果、12月の投資先ファンドのパフォーマンス

はマイナスとなりました。2021年１月には、月間を通じて、米国とドイツ、日本のデュレーション

を短期化※１させ、ポートフォリオ全体のデュレーションで限度となる６年分を短期化※１させたポ

ジションとしました。これら３ヵ国のデュレーションを短期化※１させていたことで、主要国の国債

利回りが上昇（価格は下落）した影響を抑えることができましたが、投資先ファンドは、マイナス

のパフォーマンスとなりました。また、現物債券の国別の資産配分も、投資先ファンドのパフォー

マンスに僅かながらマイナス寄与となりました。 

２月は月間を通じて、米国とドイツ、日本のデュレーションを短期化※１させたポジションとし、

ポートフォリオ全体のデュレーションで限度となる６年分を短期化※１させたポジションとしまし

た。これら３ヵ国で国債利回りが上昇（価格は下落）した中で、デュレーションを短期化※１させて

いたことが投資先ファンドのパフォーマンスにプラスに働いたものの、利回り上昇（価格は下落）

の影響を消すことはできませんでした。また、現物債券の国別の資産配分は、投資先ファンドのパ

フォーマンスに僅かながらマイナス寄与となりました。その結果、２月の投資先ファンドのパ

フォーマンスはマイナスとなりました。３月初めから、米国とドイツ、日本のデュレーションを短

期化※１させ、ポートフォリオ全体のデュレーションで限度となる６年分を短期化※１させたポジ

ションとしていましたが、月末近くに米国を中立に変更しました。米国国債利回りが上昇（価格は

下落）したことで、米国のデュレーションを短期化※１させていたことはプラスに寄与しましたが、

日本国債の利回りが低下（価格は上昇）したことで、日本のデュレーションを短期化※１させていた

ことはマイナス要因となりました。一方で、現物債券の国別の資産配分は、投資先ファンドのパ

フォーマンスにプラスに働きました。月間では、投資先ファンドは、マイナスのパフォーマンスと

なりました。 

 
※１：デュレーションとは、金利変動に対する債券価格の変動割合を理論的に示したもので、一般的に、デュレーションを長期化させると

金利変動に対する価格変動が大きくなり、短期化させると金利変動に対する価格変動が小さくなります。 
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【参考】ロベコのデュレーションモデルにおけるファクター 

 
 

Shinseiショートターム・マザー・ファンド 
 
Shinseiショートターム・マザー・ファンドでは、主として国庫短期証券等を組入れました。国

庫短期証券等の利回りがマイナスとなっている状況から、当期の基準価額は小幅に下落しました。 

 

 

当ファンドは、特定のベンチマーク

（運用成果の目標基準）や参考指数を設

けておりません。 

右記のグラフは、期中の期別基準価額

騰落率です。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（課税前）込みです。 
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収益分配金につきましては、収益分配方針に基づき、基準価額水準や市場動向等を勘案し、当期

は１万口当たり34円（課税前）の分配を行いました。収益分配に充てなかった収益につきましては、

信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行いました。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第３期 

2020年４月21日～ 
2021年４月20日 

当期分配金 34  

(対基準価額比率) 0.339％ 

 当期の収益 16  

 当期の収益以外 17  

翌期繰越分配対象額 314  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

（注） 分配金は原則として決算日（原則、４月20日。当該日が休業日の場合は翌営業日）から起算して５営業日までに支払いを開始しており

ます。 

（注） 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」にわかれます。

分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下

回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別分配金）、残りの部分が普通分配金となります。 

（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

  

分配金 
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○今後の運用方針  

当ファンドは、引き続き、投資先ファンドを主要投資対象とし、Shinseiショートターム・マザー・

ファンドを一部組入れ、安定したインカム収入の獲得と信託財産の着実な成長をめざして運用を行

います。 

 

投資先ファンド：Robeco QI Global Dynamic Duration IBH JPY 
 
2021年の世界経済成長率は、ここ数十年間で 高の水準となる見通しです。金融緩和政策、積極

的な財政刺激策、経済活動の全面的な再開に伴う繰り延べ需要の顕在化を背景に、経済成長率は一

桁台後半の水準に押し上げられる見通しです。ＦＲＢとＥＣＢはいずれも、低金利政策を長期にわ

たって継続する意向を明確にしています。また、ＦＲＢは市場の動きを意図的に後追いし、インフ

レ期待の高まりに起因する限りは債券利回りの上昇を容認する姿勢を示唆しています。 

今後も、ロベコのデュレーション・モデルが発するシグナルに基づき、米国とドイツ、日本の国

債利回りの変動に対して、金利リスク（デュレーション）を調整することで、世界の国債市場を上

回る収益をめざした運用を行っていく方針です。 

 

Shinseiショートターム・マザー・ファンド 
 
引き続き、２％の「物価安定の目標」の実現と安定的な持続に向け、日銀は金融緩和を継続して

いくものと想定しています。また、内外における新型コロナウイルス感染症の拡大の影響もあり、

低水準の金利環境は長期化するものとみています。マザーファンドでは、引き続き当初の運用方針

に基づき、国庫短期証券等に投資する方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2020年４月21日～2021年４月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 57  0.561  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (23)  (0.220)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (32)  (0.308)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 14   0.141   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 4)  (0.041)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印  刷 ） (10)  (0.100)  法定開示資料の印刷にかかる費用 

 合 計 71   0.702    

期中の平均基準価額は、10,241円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2020年４月21日～2021年４月20日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 (

邦
貨
建)

外
国 

 口 千円 口 千円  

Robeco QI Global Dynamic Duration IBH JPY 7,620 77,000 2,745 27,000  
 

（注） 金額は受渡代金です。 
（注） 単位未満は切捨てて表示しています。 

 

 

 当期中における売買及び取引はありません。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年４月21日～2021年４月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2021年４月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

Robeco QI Global Dynamic Duration IBH JPY 158,511 163,386 1,604,343 99.0 

合 計 158,511 163,386 1,604,343 99.0 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨てて表示しています。 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合で、小数点第２位を四捨五入して表示しています。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

Shinseiショートターム・マザー・ファンド 140 140 139 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨てて表示しています。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。   

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2021年４月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資証券 1,604,343 98.3 

Shinseiショートターム・マザー・ファンド 139 0.0 

コール・ローン等、その他 27,909 1.7 

投資信託財産総額 1,632,391 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てて表示しています。 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する評価額の割合で、小数点第２位を四捨五入して表示しています。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年４月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,632,391,043   

 コール・ローン等 27,908,262   

 投資証券(評価額) 1,604,343,215   

 Shinseiショートターム・マザー・ファンド(評価額) 139,566   

(B) 負債 11,355,577   

 未払収益分配金 5,517,920   

 未払信託報酬 4,665,063   

 未払利息 76   

 その他未払費用 1,172,518   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,621,035,466   

 元本 1,622,917,718   

 次期繰越損益金 △    1,882,252   

(D) 受益権総口数 1,622,917,718口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,988円 
 

（注） 当期運用報告書作成時点では監査未了です。 
（注） 当ファンドの期首元本額は1,582,708,892円、期中追加設定元本

額は108,062,485円、期中一部解約元本額は67,853,659円です。
（注） １口当たり純資産額は0.9988円です。 
 

○損益の状況 (2020年４月21日～2021年４月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 14,499,993   

 受取配当金 14,521,993   

 支払利息 △    22,000   

(B) 有価証券売買損益 △58,128,600   

 売買益 1,377,528   

 売買損 △59,506,128   

(C) 信託報酬等 △11,751,210   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △55,379,817   

(E) 前期繰越損益金 44,173,651   

(F) 追加信託差損益金 14,841,834   

 (配当等相当額) (   9,599,726)  

 (売買損益相当額) (   5,242,108)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,635,668   

(H) 収益分配金 △ 5,517,920   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 1,882,252   

 追加信託差損益金 14,841,834   

 (配当等相当額) (   9,599,726)  

 (売買損益相当額) (   5,242,108)  

 分配準備積立金 41,404,514   

 繰越損益金 △58,128,600   
 

（注）当期運用報告書作成時点では監査未了です。 
（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 
（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 
（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（2,748,783円）、
費用控除後の有価証券等損益額（0.0円）、収益調整金

（9,599,726円）および分配準備積立金（44,173,651円）より分
配対象収益は56,522,160円（10,000口当たり348円）であり、う
ち5,517,920円（10,000口当たり34円）を分配金額としており
ます。 
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投資先ファンドの概要 

ファンド名 Robeco QI Global Dynamic Duration IBH JPY 

形態 ルクセンブルグ籍円建て外国投資法人（会社型投資信託） 

主な投資対象 ①OECD加盟国が発行する債券もしくはOECD加盟国により保証された債券※（短期債等を含

みます。）に投資を行います。 

※主として大手格付機関においてＡ格以上の格付けが付与されている債券への投資を行

いますが、BBB格の債券に投資を行うことがあります。 

②リターンの向上を目的として、国債先物取引等のデリバティブ取引を用いてポート

フォリオのデュレーション調整を機動的に行います。 

③バリュエーション、テクニカル（季節性、トレンド）およびマクロ（経済成長、インフ

レ、金融政策）ファクターを組み合わせた独自のモデルを用いて運用を行います。 

④デリバティブ取引はヘッジ目的に限定されず、運用の効率を図るための手段として用

いられます。 

⑤原則として、組入資産に対し対円で為替ヘッジ取引を行います。 

市況動向、資金動向その他の要因等によっては、上記のような運用が出来ない場合があ

ります。 

運用管理報酬等 純資産総額に対して年率0.35％が管理・投資運用等の対価として支払われます。 

※上記以外に、投資先ファンドの純資産総額に対して年率0.08％を上限として、管理事

務代行報酬、監査報酬、法定書類作成費用等が別途投資先ファンドから支払われます。

また、保管受託銀行報酬、組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料等に

ついても別途投資先ファンドより支払われます。その他の費用・手数料については、

運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を示すことができません。 

その他 管理会社 Robeco Institutional Asset Management B.V. 
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